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はじめに

江戸時代中期、幕藩体制は安定し、日本国内は平

和な時代が続いた。各地で農林水産業の生産が増加

し、江戸・大坂・京都などの大都市は五街道とそれ

らを補う脇街道で結ばれた。三代将軍・徳川家光の

時代に参勤交代制度（外様大名には1635 年より、

譜代大名に対しては1642 年に制度化）が作られ、

庶民だけでなく、大名たちも江戸と領国を行き来し

た。生産力の向上で商品や情報流通の活性化は進み、

交通路の重要性は増していく。大量の物資の運搬に

は海路が使われ、東・西回りの沿岸航路が成立する。

各国で生産された、米穀をはじめとする大量の生産

物は、「天下の台所」大坂に集積されたのち、全国

へ送られた。地域と地域を結んだ全国的経済圏は、

年々拡大したのである。

1 名所図会の時代

（1）――「などころ」から「めいしょ」へ

全国経済の発展とともに、人々の生活にも余裕が

うまれ、寺社・古跡・景勝地などの「名所（めいし

ょ）」を訪れる旅行がさかんとなる。本来「名所」

は「などころ」と読み、勅撰の八大集に加えた十三

集、合計二十一の歌集に収録された和歌で詠まれた

地名である。和歌に詠まれていない土地は有名であ

っても「古跡」という。また「などころ」はあくま

で歌枕で、実際に訪れるべき場所ではなかったが、

近世になると雅
みやび

な「などころ」の地は、実際に訪れ

て楽しむ「名所（めいしょ）」となったのである。

そして、多くの庶民へ名所の情報を伝え、旅へのあ

こがれを掻き立てたメディアが、名所を挿図と文章

で紹介した地誌「名所図会」であった。

「名所図会」の嚆矢は、京都寺町五条上ル町の本

屋・吉野屋為八（殿為八）が企画し、読本作家で俳

諧師の秋里籬島の文章・竹原春朝斎の挿図による

『都名所図会』（安永9年＝1780）である。同書が爆

発的な売れ行きをみせると、名所図会ものが続々と

出版された。それらは地域や国ごと、または街道別

に出版され、情報の正確さや鳥瞰図風の緻密な挿図

で、生活に余裕を持ち、旅に遊ぶことを夢見る人々

や、実際に旅を経験した人々を購買対象とし、続々

と作られていったのである。

版元・吉野屋為七が『都名所図会』を刊行した経

緯については、滝沢馬琴の随筆『異聞雑考』の「吉

野屋為八」
（1）

の項に詳しい。

京都、五条に住む商人の吉野屋為八は、米穀・

燈油売買で投機的な商売を行って大成功し豊かに

なったが、飲酒・色事はもとより、漢詩・和歌・

俳諧などの風流の楽しみを知らなかった。ある日、

為八は「自分は京都生まれなので、京都の図会本

を出版して売り出したならば楽しいに違いない」

と考えた。そこで知人の本屋に相談すると、本屋

いわく「それぞれの本には『板株』という出版営

業権があり、板株を所有する者でなければ、本の

出版はできない」と教えてくれた。そこで為八は

京都で出版されていた名所記の板株を本屋からす

べて買い取り、図会の出版に抗議が出ないように

した。これらの板株買い取り料は、合計300両に

もなったという。

板株を取得した為八は、俳諧師の秋里籬島
（2）

と画

工の竹原春朝斎に計画を語ると、二人とも承知し

た。為八は二人の生活を保証し、丸抱えにして3
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年で原稿が完成、版木の完成まで5～6年を要し、

全ての費用は2000両を越えたという。こうして

完成した『都名所図会』であったが、為八の予想

に反して思うようには売れなかった。しかし楽し

みでしたことゆえ、ゆくがままに過ごしていた。

ところが、大坂城代であった若狭小浜の藩主・酒

井侯が所要で江戸に参向の際、懇意の者への土産

として『都名所図会』を十数部持って行ったとこ

ろ、これが評判となって、翌年には4000部余も

売れ、為八は2000両の元手を2年で回収し、なお

余剰金が出たという。

『都名所図会』は刷りに刷りを重ね、天明6 年

（1786）正月には再刻本が出版された。吉野屋為八

は本書で巨利を得、天明9年（1780）に続編ともい

うべき『拾遺都名所図会』（秋里籬島文、竹原春朝

斎画）を刊行する。その後、名所図会ものの大ヒッ

トに注目した京都の版元小川多左衛門が、秋里籬

島・竹原春朝斎のコンビで『大和名所図会』（寛政

3年＝1791）を出版する。吉野屋為八も江戸の版元

西村源六・雁金屋治上右衛門らとともに『住吉名所

図会』（秋里籬島文、岡田玉山画）を寛政 6 年

（1794）に出版し、摂津・伊勢・河内・紀伊・江戸

などの地域を取り上げた名所図会が続々と作られて

いったのである。
（3）

2 『東海道名所図会』を読む

（1）――『東海道名所図会』の挿図分類

『東海道名所図会』
（4）

（寛政9年＝1797）は、本文

を秋里籬島、挿図は竹原春泉斎（『都名所図会』な

どで籬島と組んだ竹原春朝斎の子）以外に、円山応

挙・鍬形　斎（北尾政美）ら総勢30名が担当して

いる。版元は京都の田中庄兵衛・吉野屋為八（殿為

八）らで、江戸の版元も須原茂兵衛（須原屋）以下

3名が名を連ねた。

『東海道名所図会』の挿図は199点あり、おおよ

そ以下のように分類できる。
（5）

①　神社仏閣…77件

②　景勝・古跡…77件

③　建築物　…5件

④　繁華の場…28件

⑤　市場・生産の場…12件

（以上、合計199点）
（6）

「①神社仏閣」は宮中の年中行事や、伝統ある神

社や仏閣の縁起・祭礼を挿図と文章で紹介したもの

である。祭礼を挿図と文書で紹介し、古歌・漢詩が

添えられる。

「②景勝・古跡」は自然が作り出した雄大な景観

や奇景・古跡を紹介するのみならず、その地に関連

する歴史的事件の想像図が描かれ、歴史書・紀行文

など古典籍よりの引用、関連する和歌・俳句などが

載る。跋文から秋里籬島は京都から江戸までを実際

に旅し、現地取材を行ったことが知られる。なお、

当時のコレクターによる奇石の収集や寺院の宝物類

も当分類に含めた。

「③建築物」には橋が該当する。江戸幕府は戦略

上、大河に橋を架けなかったが例外もあった。岡崎

の矢矧橋、三河国豊川の豊橋、近江国の勢田橋
（7）

など

である。かつて架けられていた橋（遠州・浜名橋）

を想像して描いた図
（8）

もある。

「④繁華の場」は、大勢の人々が集う繁華の場所

を描いたもので、港湾などの交通の要衝、名物を売

る大店・遊郭・温泉・名水などである。例えば「梅

木の和中散」（90 ・ 9 1 頁）や「草津の姥ケ餅」

（86・87頁）、そして性産業（三島の飯盛女）すら

描かれた（32・33頁）。

「⑤市場・生産の場」の図は、雅な「などころ」

の風情から最もかけ離れた、新たな名所
めいしよ

であろう。

江戸時代、各地で生産力が発展するなか、様々な農

産物・加工品・工芸品が生産され、江戸・京都・大

坂・名古屋などの巨大消費地や地方都市で売買され

た。「草津の青花栽培」（44・45頁）「池鯉鮒の馬市」

（50・51頁）「大森の海苔栽培と加工」（56～59頁）

「日本橋魚市場」（38・39頁）など商業・農業・漁

労の場が描かれた。これらは人間が自然や家畜と向

き合い、時には危険な場所や厳しい気象条件下で行

われる厳しい作業であった。しかし、過酷な労働環

境のなかで、道具を工夫して自然の恵みを最大限に

利用し、商品作物を生産する人々が現れたのである。
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「④繁華の場」「⑤市場・生産の場」を描いた図は、

『東海道名所図会』の挿図全体で見れば、20％弱と

やや少ないが、近世後期の庶民の生産力向上と経済

活動の活発化を象徴したエネルギッシュな風景であ

り、籬島たち製作者の創作意欲を大いに喚起させた

のであった。
（9）

（2）――近景・中景・遠景・超遠景

近年、千葉正樹氏は『江戸名所図会』の視覚分析

を進め、新たな近世図像学・文化史学を開拓してい

る。同氏は『江戸名所図会』の図像の視点距離を以

下の4つに分け、画像分析を行った。千葉氏の提示

した4つの視点分類
（10）

は以下の通りである。

1、近景……10m内外の視点で対象を描く。男

女・老若・身分や職業など人物の属性、服装の文様、

個々人の容貌・建物の部材・小動物、店先の商品内

容にいたるまで精密に書き分けている。建物の場合、

瓦の一枚一枚まで丹念に描かれている。

2、中景……数十m くらいからの視点である。

目・鼻・口は一本の線で表現され、容貌の特徴はう

かがえないが、服装や髪型・持ち物から人物の属性

を判断できる。建築物はやや省略されるが、瓦葺屋

根の場合、棟の先端に鬼瓦を描き、棟と軒を2～3

本の直線で表現し、瓦の連なりを示す縦の平行線が

あり、瓦葺屋根だと判定できる。

3、遠景……対象から100m以上。人物の目鼻は

消え白抜きとなるが、服装や髪型のアウトラインは

読み取れる（例：武士は二本差し）。屋根の材質は

わからない。

4、超遠景……対象から数百m。人物は縦の線で

表現され、屋根は白い方形となり、材質は完全に不

明となる。

※図1は千葉氏の『江戸城が消えていく』155頁

より引用。

『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
視
点

図1 千葉正樹氏による『江戸名所図会』の視点分類
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六
光
明
寺

①
神
社
仏
閣

③
遠
景

6
2

六
藤
沢
清
浄
光
寺

①
神
社
仏
閣

③
遠
景

6
3

六
大
師
河
原
　
平
間
寺

①
神
社
仏
閣

③
遠
景

6
4

六
三
田
八
幡
宮

①
神
社
仏
閣

③
遠
景

6
5

六
芝
の
増
上
寺

①
神
社
仏
閣

③
遠
景

6
6

一
逢
坂
山
関
明
神
蝉
丸
祠

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

6
7

一
三
井
寺

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

6
8

一
三
井
寺
（
続
き
）

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

6
9

一
尾
蔵
寺
近
松
寺
八
詠
楼

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
0

一
東
坂
本
西
教
寺
来
迎
寺

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
1

一
日
吉
山
王

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
2

一
比
叡
山
四
明
峰

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
3

一
比
叡
山
四
明
峰
（
続
き
）

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
4

二
田
神
不
動
寺

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
5

五
大
山
寺
一
鳥
居

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
6

五
大
山
寺

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
7

六
神
奈
川
駅
の
南
芝
生
浅
間
社

①
神
社
仏
閣

④
超
遠
景

7
8

一
逢
坂
山
関
寺
小
町

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

7
9

一
蝉
丸

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
0

一
志
賀
里

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
1

一
志
賀
寺
の
上
人

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
2

一
明
智
光
秀
の
湖
上
渡
り

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
3

一
今
井
四
郎
兼
平
の
粟
津
原
血
戦

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
4

二
石
山
の
蛍
狩
り

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

6
6
・
6
7
頁

8
5

二
秀
郷
竜
宮
城
に
至
る

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
6

二
六
玉
川
の
中
　
野
路
玉
川

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
7

二
石
亭

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
8

二
草
津
駅
の
活
人
石
を
観
る
琉
球
人

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

8
9

二
金
勝
山
の
霊
岩

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

6
8
・
6
9
頁

9
0

二
田
村
将
軍
の
鬼
人
退
治

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

9
1

三
桶
狭
間
の
戦

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

9
2

三
桶
狭
間
の
戦
（
続
き
）

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

9
3

三
在
原
業
平
吾
妻
下
り

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

9
4

三
牛
久
保
山
本
勘
助
の
故
居

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

9
5

三
引
馬
野

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

9
6

三
ざ
ざ
ん
ざ
の
松

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

9
7

三
天
竜
川
を
渡
る
船
田
入
道

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

9
8

三
遠
州
桜
ガ
池

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

表
1
『
東
海
道
名
所
図
会
』
図
像
分
類

巻
題
　
名
（
本
文
等
を
参
照
し
た
）

分
類

視
点

本
書
収
録
頁
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『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
視
点

9
9

三
志
留
波
磯

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
0

四
秋
葉
山
中
の
茶
店

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
2
・
1
3
頁

1
0
1

四
菊
川
宿

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
2

四
宗
尊
王
　
宇
津
の
山
通
行

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
3

四
富
士
川
水
鳥
古
跡

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
4

五
竹
取
翁
　
か
ぐ
や
姫

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
5

五
富
士
裾
野
で
の
凧
あ
げ

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
6

五
富
士
の
牧
狩

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
7

五
富
士
の
牧
狩
（
続
き
）

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
8

五
曽
我
兄
弟
の
敵
討

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
0
9

五
足
柄
山
で
の
秘
曲
伝
授

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
0

五
門
覚
上
人
と
千
本
松
原

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
1

五
頼
朝
義
経
再
会
の
地

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
2

五
秋
の
鴫
立
沢

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
3

六
稲
村
が
崎

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
4

六
土
牢
内
の
護
良
親
王

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
5

六
滑
川
の
青
戸
藤
綱

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
6

六
西
行
と
銀
猫

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
7

六
小
栗
小
次
郎
の
伝

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
8

六
玉
川

②
景
勝
・
古
跡

①
近
景

1
1
9

一
日
吉
山
王
三
十
六
歌
仙
（
三
枚
続
）

②
景
勝
・
古
跡

②
中
景

1
2
0

二
野
路
　
玉
川
古
跡

②
景
勝
・
古
跡

②
中
景

1
2
1

二
平
松
山
美
松

②
景
勝
・
古
跡

②
中
景

1
2
2

三
池
田
宿
の
平
重
衡

②
景
勝
・
古
跡

②
中
景

1
2
3

五
鴫
立
沢
鴫
立
庵

②
景
勝
・
古
跡

②
中
景

1
2
4

二
筆
捨
山

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
2
5

二
四
日
市
那
古
浦
の
蜃
気
楼

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
2
6

三
八
橋
杜
若
古
跡

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
2
7

三
今
切

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
2
8

三
遠
湖
　
彫
江
村
　
館
山
寺

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
2
9

三
赤
厳
　
宝
樹
庵

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
0

四
菊
川

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
1

四
宇
津
山
蔦
細
道

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
2

四
連
歌
師
宗
長
の
古
跡

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
3

四
薩
　
山

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
4

四
興
津
川

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
5

四
薩
　
山
東
麓
西
倉
沢
茶
店

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
6

五
富
士
裾
野

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
7

五
原
駅
松
陰
寺
白
隠
和
尚
古
跡

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
8

六
江
ノ
島
海
浜

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
3
9

六
七
里
浜

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

1
4
0

六
品
川
御
殿
山
の
花
見

②
景
勝
・
古
跡

③
遠
景

7
8
・
7
9
頁

1
4
1

一
粟
津
松
原

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
4
2

三
本
野
原
富
士

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
4
3

四
佐
夜
中
山

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
4
4

四
三
保
入
江

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
4
5

四
三
保
の
松
原

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
4
6

四
久
能
山
か
ら
み
た
三
保
崎

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
4
7

五
富
士
山
の
裾
野

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
4
8

五
富
士
山

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
4
9

五
富
士
山

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
5
0

五
富
士
山
鳥
瞰
図

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
5
1

五
箱
根
駅
　
関
所
周
辺

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
5
2

五
箱
根
権
現
社

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
5
3

五
箱
根
小
地
獄

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
5
4

六
金
沢
能
見
堂
筆
捨
松

②
景
勝
・
古
跡

④
超
遠
景

1
5
5

一
平
安
城
三
条
橋

③
建
築
物

③
遠
景

1
5
6

二
勢
田
橋
　

③
建
築
物

③
遠
景

1
5
7

三
矢
矧
橋

③
建
築
物

③
遠
景

1
5
8

三
吉
田
豊
川
の
豊
橋

③
建
築
物

③
遠
景

1
5
9

三
遠
州
浜
名
橋

③
建
築
物

③
遠
景

1
6
0

一
祇
園
の
賑
わ
い

④
繁
華
の
場

①
近
景

2
4
・
2
5
頁

1
6
1

一
東
三
条
の
送
迎
風
景

④
繁
華
の
場

①
近
景

2
6
・
2
7
頁

1
6
2

一
走
井
の
名
水

④
繁
華
の
場

①
近
景

8
2
・
8
3
頁

1
6
3

一
大
津
の
遊
郭

④
繁
華
の
場

①
近
景

2
8
・
2
9
頁

1
6
4

二
草
津
追
分

④
繁
華
の
場

①
近
景

2
・
3
頁

1
6
5

二
宿
場
の
往
来

④
繁
華
の
場

①
近
景

6
・
7
頁

1
6
6

二
旅
籠
の
宿
入
り

④
繁
華
の
場

①
近
景

8
・
9
頁

1
6
7

二
富
田
の
焼
き
蛤

④
繁
華
の
場

①
近
景

9
2
・
9
3
頁

1
6
8

二
七
里
の
渡
し

④
繁
華
の
場

①
近
景

1
0
・
1
1
頁

1
6
9

四
道
中
の
雲
助

④
繁
華
の
場

①
近
景

1
7
0

四
藤
枝
瀬
戸
の
染
め
飯

④
繁
華
の
場

①
近
景

9
6
・
9
7
頁

1
7
1

四
安
部
川
の
渡
し

④
繁
華
の
場

①
近
景

1
8
・
1
9
頁

1
7
2

五
三
島
宿
の
夕
暮
れ

④
繁
華
の
場

①
近
景

3
2
・
3
3
頁

1
7
3

五
箱
根
塔
沢
の
温
泉
宿

④
繁
華
の
場

①
近
景

7
6
・
7
7
頁

1
7
4

五
小
田
原
う
い
ろ
う

④
繁
華
の
場

①
近
景

1
0
0
・
1
0
1
頁

1
7
5

六
大
森
の
麦
わ
ら
細
工
店

④
繁
華
の
場

①
近
景

5
4
・
5
5
頁

1
7
6

二
草
津
の
姥
ケ
餅

④
繁
華
の
場

②
中
景

8
6
・
8
7
頁

1
7
7

二
目
川
の
茶
店

④
繁
華
の
場

②
中
景

8
8
・
8
9
頁

1
7
8

二
梅
木
和
中
散
の
店
構
え

④
繁
華
の
場

②
中
景

9
0
・
9
1
頁

1
7
9

二
坂
下
宿
本
陣

④
繁
華
の
場

②
中
景

4
・
5
頁

1
8
0

三
岡
崎
宿
の
朝

④
繁
華
の
場

②
中
景

3
0
・
3
1
頁

1
8
1

四
大
井
川
を
渡
る
大
名
行
列

④
繁
華
の
場

②
中
景

1
6
・
1
7
頁

1
8
2

四
大
井
川
の
渡
し

④
繁
華
の
場

②
中
景

1
4
・
1
5
頁

1
8
3

五
箱
根
湯
本
の
挽
物
細
工
店

④
繁
華
の
場

②
中
景

9
8
・
9
9
頁

1
8
4

二
矢
橋
　
渡
口
場

④
繁
華
の
場

③
遠
景

1
8
5

四
富
士
川
の
渡
船

④
繁
華
の
場

③
遠
景

2
0
・
2
1
頁

1
8
6

六
高
輪
の
茶
店

④
繁
華
の
場

③
遠
景

1
8
7

六
京
橋
か
ら
新
橋
へ

④
繁
華
の
場

③
遠
景

3
6
・
3
7
頁

1
8
8

一
大
津
絵
販
売
店

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

8
4
・
8
5
頁

1
8
9

二
草
津
の
青
花
紙

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

4
4
・
4
5
頁

1
9
0

二
桑
名
の
海

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

4
6
・
4
7
頁

1
9
1

二
阿
波
手
の
社
と
漬
け
物

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

9
4
・
9
5
頁

1
9
2

三
有
松
絞

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

4
8
・
4
9
頁

1
9
3

三
池
鯉
鮒
の
馬
市

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

5
0
・
5
1
頁

1
9
4

六
大
森
の
海
苔
採
取

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

5
6
・
5
7
頁

1
9
5

六
大
森
の
海
苔
作
り

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

5
8
・
5
9
頁

1
9
6

六
江
戸
湾
の
漁
業

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

6
0
・
6
1
頁

1
9
7

六
江
戸
の
本
屋

⑤
市
場
・
生
産
の
場

①
近
景

3
4
・
3
5
頁

1
9
8

六
日
本
橋
魚
市
場
・
お
江
戸
日
本
橋

⑤
市
場
・
生
産
の
場

②
中
景

3
8
～
4
1
頁

1
9
9

五
駿
河
湾
の
地
曳
網
業

⑤
市
場
・
生
産
の
場

③
遠
景

5
2
・
5
3
頁

近
景
…
78
点
、
中
景
…
18
点
、
遠
景
…
77
点
、
超
遠
景
…
25
点
と
な
っ
た
。
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千葉氏の「近景・中景・遠景・超遠景」の4視点

による『江戸名所図会』の分析は、『東海道名所図

会』の挿図解析にも応用しうるものであり、著者は

『東海道名所図会』所収の画像199点を前述の、「①

神社仏閣」「②景勝・古跡」「③建築物」「④繁華の

場」「⑤市場・生産の場」に分類し、さらに千葉氏

の4つの視点分析と組みあわせた〈表1〉。

その結果、近景（78点）・中景（18点）・遠景

（77点）・超遠景（25点）という結果が得られた。

概して、神社・仏閣・古跡は、遠景ないし超遠景で

描かれる。一方、人々が作り出す繁華の場・市場や

生産の場は、近い視点から描かれているのである。

3 今後の展望　

『東海道名所図会』は、秋里籬島による東海道の

実地調査と古典籍・古歌の引用文、30名を超える

絵師の挿図による「見て楽しむ地誌」であった。知

識人向きの本屋から出版され、古歌・古典籍からの

引用がなされて情報量は多いが、漢字には読み仮名

も多く付けられ、武士階級はもちろん、文字に通じ

た農・工・商階級も楽しむことができる情報媒体で

あった。挿図の人物描写は類型的で、士・農・工・

商の階級、男女の老若・職業などは、現代の我々で

も比較的容易に見分けることができる。ましてや当

時の人々ならば、髪型や服装・持ち物などから、さ

らに微妙な階級間の差異、時には性的な記号など、

多くの情報を理解したと考えられる。しかしながら、

現代の我々がそれらを見分けることは難しい。また

人物以外の、背景に描かれた器物の名・建物の様式

などは、多くの専門研究者の知識がなければ解読が

難しい。今後は数十種類ある「名所図会」の画像を

横断的に集め、データベース化していくべきであろ

う。図像の種類では、庶民の経済活動を描いた「④

繁華の場」「⑤市場・生産の場」が、視点では「近

景」「中景」から対象を捉えた画像が主要な分析対

象となっていくと考えられる。一方「遠景」や「超

遠景」の視点、上空から広範囲を見渡す鳥瞰図的画

像が読者に与えた「視覚的快感」の歴史的意味も考

察されるべきだと考える。

（とみざわ・たつぞう）

【注】

（1） 『続燕石十種　第二巻』（中央公論社、1980年）278～280頁所収。なお、『新版　都名所図会』（角川書店、
1976年）の竹村俊則氏の解説文にも全文が掲載されている。

（2） 秋里籬島は名所図会をはじめ、数々の書籍を世に出した当時のブックメーカーであり、作庭家でもあった
というが、その伝記は不詳である（前出、竹村氏解説書）。このほか、籬島の軌跡を追った論考に、浅野
三平氏の「秋里籬島」『近世中期小説の研究』（桜楓社、1975年）がある。

（3） 篠原曜『諸国名所図会に描かれた近世後期の経済活動の諸相』（2000年、神奈川大学大学院経済学研究科
経済学専攻、修士論文）では、刊行年不明の9点を含め、86種類としている。なお、篠原氏のデータで
は『都名所図会』より前の名所図会として『日本山海名所図会』（宝暦4年）、『東国名勝志』（宝暦12年）
を挙げている。これは、二書が後世の「名所図会」ものに与えた影響の大きさを重視したことによる。
また同氏は「名所図会」ものは、京都→大坂→江戸→各地、の順に作られたと分析する（前掲書、20頁）。

（4） 神奈川大学COEプログラムで所蔵する原本、粕谷宏紀監修『新訂　東海道名所図会』全3巻（ぺりかん
社、2001年）、同『東海道名所図会を読む』（東京堂出版、1997年）を参照した。

（5） 加藤貴「行楽と信仰の流行度　―名所番付とお国自慢意識」（林英夫・青木美智男編『番付で読む江戸時
代』柏書房、2003年）、青木美智男「地域の自覚　往来物と名所図会」（井上勲編『日本の時代史29 日
本史の環境』吉川弘文館、2004年）参照。

（6） 「巻之一」の「日吉山王三十六歌仙人」は3分割されているものを1点としてカウントした。
（7） 矢矧橋は、『新訂　東海道名所図会［中］』98頁、豊橋は同書129頁に掲載。勢田橋は『新訂　東海道名所

図会［上］』218頁。
（8） 「巻の三」所収。前出『新訂　東海道名所図会』中巻160頁参照。
（9） 青木美智男氏も、地誌としての名所図会で最も注目すべきこととして「特産物の生産光景や流通の拠点と

して繁栄しだしていた在方
ざいがた

市
いち

や港町などを新名所としてクローズアップするに至った点」を指摘する。前
出・青木論文「地域の自覚　往来物と名所図会」、140頁。

（10） 千葉正樹『江戸名所図会の世界　近世巨大都市の自画像』（吉川弘文館、2001年）91～92頁、同『江戸城
が消えていく江戸名所図会の到達点』（吉川弘文館、2007年）154～154頁。
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